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人口5，911人一〔引

　男　2，825人1－61

　女3，086人ll†＆

世帯数1，724戸！＋1〕
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　8月9日．10日に坪谷保育園＼鶴野内保育園でそれぞれタすす

み会が行われました。

　参加した人たちは、いろいろな催しものを夏の日のタベに楽し

みました。

　　　　　　　黄なる冬一穂ぬきとり手に持ちて

　　　　　　　　　　　　　　　　雲なきもとの高原をゆく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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マ
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フ
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ス
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今
年
は
、
「
牧
水
の
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
サ
マ
ー
フ
．
一
ス
タ
9
1
一
と
し
げ
、

牧
水
ふ
れ
あ
い
つ
り
大
会
と
演
芸
大

会
が
一
部
と
二
部
に
分
け
て
七
月
二

十
一
日
牧
水
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
一　

第
一
部
の
牧
水
ふ
れ
あ
い
つ
り
大

会
で
は
、
牧
水
公
園
内
の
坪
谷
川
河

川
ア
ー
ル
を
利
用
し
て
、
ま
す
な
ど

五
干
匹
を
放
流
し
て
行
い
ま
し
た
．
．

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、
約
五

百
人
も
の
人
が
参
加
し
て
大
変
な
賑

わ
い
を
み
せ
ま
し
な
、
釣
り
上
げ
ら

れ
た
魚
の
中
に
は
、
四
十
セ
ン
チ
を

越
え
る
大
物
も
い
て
、
参
加
国
を
喜

　
君
無
＼叢蹴　一　　．月

藩

レ
大
勢
の
太
公
望

ば
せ
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
演
芸
大
会
で
は
、
突
然

の
雨
の
た
め
場
所
を
ふ
る
さ
と
の
家

の
ホ
ー
ル
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
：
・
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス

シ
ョ
ー
・
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
・
津
軽

三
味
線
シ
ョ
ー
や
地
元
出
身
歌
手
の

水
沢
明
美
歌
謡
シ
ョ
ー
と
も
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、
観
客
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
九
月
十
七
日
に
、
例
年
ど
お

り
牧
水
祭
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
今

年
は
日
本
一
の
牧
水
銅
像
の
除
幕
を

牧
水
公
園
内
の
牧
水
庵
前
で
行
い
ま

す
．
．　
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く
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レ
地
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出
身
歌
手
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熱
唱

、
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驚
器
用
小
島
を
捕
獲
さ
れ
る
方
へ
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衰
l
さ
れ
る
　
鳥
か
ら
の
お
願

○
捕
獲
で
き
る
の
は
、
マ
ヒ
ワ
・
ウ

ソ
　
・
↓
ω
ナ
∴
ン
ロ
及
双
4
メ
リ
ン
ロ
の
閲
口
種

類
の
う
ち
合
計
し
て
一
羽
の
み
で
、

カ
ス
ミ
網
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
．

○
捕
獲
許
可
は
、
一
世
帯
一
羽
と
し

許
可
の
区
域
は
県
内
の
一
市
町
村
の

区
域
内
に
限
り
許
可
し
ま
す
．

　
な
お
、
鳥
獣
保
護
区
・
休
猟
区
・

自
然
公
園
の
特
別
保
護
地
区
等
に
お

い
て
は
、
捕
獲
で
き
ま
せ
ん
．

o
捕
獲
許
可
は
、
七
月
】
日
か
ら
翌

年
の
一
月
末
ま
で
の
期
間
と
し
、
そ

の
期
間
内
に
お
い
て
十
五
日
以
内
で

一
回
限
り
許
可
し
ま
す
．

　
た
だ
し
、
現
に
飼
養
許
可
を
受
け

て
い
る
者
及
び
県
外
者
に
対
し
て
は

許
可
を
与
え
ま
せ
ん
．
．

○
メ
ジ
ロ
を
保
護
す
る
た
め
、
西
都

市
の
う
ち
】
ッ
瀬
川
左
岸
地
区
の
全

惣　　　
〃響

．
前
門
．
．
影

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
謬
り
　
∂

部
（
旧
東
米
良
村
及
び
穂
北
村
）
及

び
木
城
町
並
び
に
西
米
良
村
で
は
、

捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
許
可
証
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
ら
、

た
だ
ち
に
許
可
証
を
返
納
し
て
く
だ

さ
い
．

○
捕
獲
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
か
ら
、

内
容
審
査
確
認
に
十
日
ぐ
ら
い
か
か

り
、
審
査
に
合
格
さ
れ
た
方
に
捕
獲

許
可
証
を
交
付
し
ま
す
．
一

　
ご
不
明
な
点
は
、
左
記
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
宮
崎
県
東
臼
杵
農
林
振
興
局

　
要
務
課
　
林
政
係

　
智
0
9
8
2
融
6
1
3
4

※
小
鳥
類
は
本
来
、
自
然
の
ま
ま
保

護
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
念
か
ら
、

で
き
る
限
り
野
外
で
観
察
す
る
の
が

望
ま
し
い
の
で
、
捕
獲
の
自
粛
に
努

め
ま
し
ょ
う
、

愛
玩
用
小
鳥
を

飼
養
さ
れ
る
方
へ

O
昭
和
五
十
四
年
七
月
以
降
に
飼
養

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
一
世
帯
一
羽

と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
新
し
く
小
鳥
類
を
捕

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
し

獲
飼
養
す
る
方
は
、
マ
ヒ
ワ
・
ウ
ソ
・

ホ
オ
ジ
ロ
及
び
メ
ジ
ロ
の
四
種
類
の

う
ち
で
、
　
一
羽
の
み
と
な
り
ま
す
．

　
な
お
、
入
れ
替
え
は
認
め
ま
せ
ん
。

O
飼
養
許
可
証
は
、
一
羽
に
つ
き
必

ず
一
枚
つ
け
ま
し
ょ
う
．
．

○
メ
ジ
ロ
等
の
譲
り
受
け
・
譲
り
渡

し
を
す
る
場
合
は
、
飼
養
許
可
証
及

び
足
環
を
確
認
の
う
え
、
そ
の
行
為

を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

O
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
後
、
住

所
（
番
地
・
ア
．
パ
ー
ト
名
等
を
含
む
）

が
変
っ
た
場
合
は
、
必
ず
住
所
変
更

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
、

　
ま
た
、
放
鳥
・
死
亡
し
た
場
合
は
、

必
ず
許
可
証
を
市
町
村
に
返
納
し
て

く
だ
さ
い
一
．

○
飼
養
許
可
証
は
一
年
更
新
で
す
。

期
限
が
切
れ
る
一
週
間
前
ま
で
に
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
手
続
き
の
際
は
印
鑑
と
手

数
料
（
｝
羽
に
つ
き
二
目
三
百
円
）

に
期
限
の
切
れ
る
飼
養
許
可
証
を
添

え
て
、
市
町
村
役
場
で
更
新
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
は
、
役
場

林
政
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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東
郷
町
で
は
、
毎
回
多
く
の
方
か

ら
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
毎
年
夏
場
は
、
血
液
の
在
庫

が
不
足
し
が
ち
で
す
、
一

　
次
の
日
程
で
献
血
車
が
ま
い
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お

願、

｢
し
ま
す
．
．
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し

　
固
定
資
産
税
は
皆
さ
ん
が
持
「
．
て

お
ら
れ
る
土
地
や
家
屋
に
か
か
る
税

金
で
す
．
．
土
地
に
つ
い
て
は
登
記
簿

が
も
と
に
な
り
ま
す
が
、
台
帳
と
現

況
が
違
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
、
特
に
、
田
や
畑
が
荒
れ

て
山
林
、
原
野
に
な
っ
て
い
る
場
合

な
ど
届
け
を
し
な
い
と
高
い
税
金
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
、

　
こ
の
よ
う
に
台
帳
と
現
況
が
違
う

場
合
は
、
税
務
課
に
「
現
況
届
一
を

出
し
て
い
た
だ
く
と
、
現
況
に
よ
り

課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た

家
屋
に
つ
い
て
も
、
と
り
こ
わ
し
た

り
、
増
改
築
で
異
動
が
あ
っ
た
場
合

に
は
異
動
の
届
け
を
す
る
よ
う
に
な

固
定
資
産
の
現
況
異
動
届
け

　
　
　
　
　
　
に
つ
　
＝

っ
て
い
ま
す
の
で
忘
れ
な
い
よ
・
’
一
に

お
願
い
し
ま
す
．
、

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
、
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麹老」≦21旦睡迎え聡羅
　9月15日は敬老の日ですが、町立養護老人ホームー鈴峰園一は、昭和41年3月1日に開園以来、今

年で満25年が経過しました、昭和57年には全面改築され、今の建物にな・1ました＝現在は50名のお年

寄りの方々が楽しい生活を送っています，

　入園者の平均年齢は79歳で、最高齢者は93歳です。

　敬老の日を迎えるにあたりホームでの生活の一端をス＋．ワ．写真でご紹介します、

幽臨血．㍉
　　　▲健康づくりのための毎朝の散歩
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▲楽しい保育園児を迎えてのたなばた

5
鮒
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▲中学生の奉
　仕作業

蓼齢
▲いきがいづくり

　　「パッチワーク」

導1

激　　　　　㌔

層■■■■騨■1孟
▲遠足は「百済の里」へ

i蔭鑑　、　「■L
▲悩みには相談員が応じてくれます

薯
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墾
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〆
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▲踊りもとびだす誕生会
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東
郷
町
の
最
高
齢
者
は

　　

鼈
黷
ﾌ
塩
月
テ
イ
さ
ん
…
…
歳

　
　
　
～
9
0
歳
以
上
は
5
4
名
～

九
月
十
五
日
の
［
敬
老
の
日
」
は

み
ん
な
で
長
寿
者
を
お
祝
い
し
ま
し

よ
う
．
．東

郷
町
で
は
、
八
↑
歳
以
上
の
長

100歳以上
地区名1氏 名　1年齢

福瀬　塩月テイ　10390歳以上

寿
者
に
敬
老
祝
金
を
贈
り
お
祝
い
し

ま
す
が
、
各
公
民
館
で
も
い
ろ
い
ろ

な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
郷
町
の
最
高
齢
者
は
、
今
年
の

五
月
掛
百
三
歳
を
迎
え
た
福
瀬
の
塩

月
テ
イ
さ
ん
で
、
ま
た
、
九
十
歳
代

の
人
は
五
十
四
名
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
健
康
維
持
に
努
め
て
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。（

年
齢
は
平
成
四
年
四
月
｝
日
ま
で

に
達
す
る
年
齢
。
人
数
は
平
成
三
年

八
月
十
五
日
現
在
の
住
民
登
録
が
基

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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地区名i i氏　剤 陣齢 地区名 氏　　　名 】
年
齢
1

寺　迫 小形　レ　ツ 91 鶴野内 黒木タ　ク 93

一

黒木日出男 92
藤田　ト　メ 90

黒木ケサ
90

金丸盛松
92

福　瀬
一　　　．　　　一

90

小林玄三郎 93

vﾘ十吉
90

今山ミサヲ 92

川　越梅子 90 迫野内 藤栄藤作
90

川越アキエ
90

黒木栄次郎 90

小野田 都甲エ　ン
90

永田重喜
90

吉野マスエ 92 八重原 田村厚士
91

@一　　　　　　　　一

小林シ　ナ
91

田　野 矢野辰治
91

日高　リ　ン 90

那須嘉市
95

小山鋏子
90 羽　坂 橋ロ　カ　メ 90

福谷キクエ 92

若藤　　稔 90

立山　カ　ネ 93

甲斐弥吉
96

黒木ハツエ 92 仲　深 草野新七
99

金内ハナ
92

若杉善作
93

本宮ウ　メ 91

僑ロアサェ 90

里見　ト　ク 95

三浦マツ
99

日　吉チ　ヨ 91

矢野フ　ク 93

岩野春治
90

那須　ヨ　ネ 92

一

阿村タ　ツ 90
坪　谷 高橋治太郎 91

村田マツエ 94

那須清太郎 90

那　須　シ　ン 94

寺原フ　ジ 92

鶴野内
　　　一　　」

汳J　エ　ン 90

那須力弥
95

一
中平堅吉

92
越　表 田中　ヨ　ノ 93

南濱　ト　メ 94

川崎ミキエ
90

寺原ミチル．
91

藤井キ　ク
91

底
面
蘭
月
翻

農
林
産
品
展

　
へ
の
出
品
の

　
　
お
願
い

今
年
度
の
産
業
文
化
祭
は
、
1
1
月

2
日
㈲
、
3
日
劇
に
、
町
中
央
公
民

館
及
び
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
す
．
．
本
年
度
は
昨
年
度
よ
り

も
一
週
間
、
早
く
な
り
ま
し
た
。

農
林
産
品
展
に
つ
い
て
は
例
年
出

品
数
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
本
年
は
、

今
か
ら
計
画
的
に
作
付
け
を
行
い
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
出
品
を
お
願
い

し
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
の
行
動
に

　　

ﾖ
心
が
あ
り
ま
す
か
マ

　
夏
休
み
が
終
わ
る
瓦
月
は
、
家
出

を
す
る
．
r
ど
も
が
最
も
多
い
時
期
で

す
．　

警
察
で
は
、
こ
の
月
を
一
家
出
少

年
発
見
保
護
活
動
及
び
福
祉
犯
取
締

リ
強
化
月
間
一
と
し
て
い
ま
す
．
．
昨

年
の
月
間
中
に
は
、
八
千
九
十
九
人

の
家
出
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
発

見
保
護
さ
れ
ま
し
た
、

　
夏
休
み
の
間
に
、
子
ど
も
た
ち
の

心
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
げ
、
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
．
．

ふ
え
て
い
る

　
　
　
　
福
祉
犯
被
害

　
少
年
た
ち
の
家
出
の
原
因
と
し
て

は
、
　
「
夏
休
み
の
不
規
則
な
生
活
一

「
遊
び
癖
」
　
「
学
校
嫌
い
一
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
．
．

　
家
出
を
し
た
子
ど
も
の
な
か
で
、

九
人
に
一
人
は
非
行
を
犯
し
、
二
十

九
人
に
一
人
は
犯
罪
の
被
害
者
と
な

っ
て
い
ま
す
，
な
か
で
も
、
暴
力
団

の
資
金
稼
ぎ
の
た
め
に
、
売
春
を
さ

せ
ら
れ
た
り
、
有
害
な
業
務
に
つ
か

さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
少
年
の
福
祉

を
害
す
る
福
祉
犯
に
よ
る
被
害
が
多

く
な
ブ
．
て
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
職
場

や
家
庭
で
子
ど
も
の
生
活
に
関
心
を

も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
、

生
活
の
変
化
を

　
　
　
見
過
ご
さ
ず
に

　
子
ど
も
が
家
出
を
す
る
前
に
は
、

前
兆
が
あ
り
ま
す
、

　
い
く
つ
か
の
例
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
、○

服
装
に
変
化
が
で
た
（
派
手
な
服

　
を
着
る
よ
う
に
な
る
な
ど
）

○
生
活
習
慣
が
変
わ
ズ
．
て
き
た
（
帰

　
宅
時
間
が
遅
く
な
る
な
ど
）

O
い
ま
ま
で
、
か
か
っ
て
き
た
こ
と

　
の
な
い
よ
う
な
人
か
ら
、
電
話
が

　
よ
く
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
．

O
親
に
対
し
て
言
葉
遣
い
が
変
わ
っ

　
て
き
た
〔
乱
暴
な
言
葉
を
使
う
よ

　
う
に
な
っ
た
な
ど
）

　
こ
の
よ
う
な
”
前
兆
”
を
見
過
ご

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

家
出
を
し
て
し
ま
r
ノ
た
場
合
は
、
早

く
捜
索
願
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
。
学
校
に
知
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

連
絡
が
遅
れ
て
不
幸
を
招
く
例
も
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
の

　
関
係
を
も
っ
と
大
切
に

　
家
出
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
駅
・

友
達
の
ア
ハ
ー
ト
・
遊
技
場
な
ど
に

立
ち
回
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
、

　
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会

で
も
、
お
互
い
に
子
ど
も
た
ち
の
行

動
に
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　
ま
た
、
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
ご
と

が
あ
る
場
合
は
、
．
r
ど
も
で
も
親
で

も
、
一
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
　

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
専
門
の

先
生
方
が
、
親
身
に
な
っ
て
対
応
し

て
く
れ
ま
す
、

　
．
士
ど
も
の
家
出
を
防
ぐ
に
は
、
何

と
い
r
．
て
も
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
コ

ミ
．
一
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
、

気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
を
家
庭
に
つ

く
り
だ
す
こ
と
か
ら
始
め
て
は
い
か

が
で
す
か
　
無
関
心
は
、
す
べ
て
を

悪
く
し
ま
す

▽
「
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
一

　
宮
崎
県
警
察
本
部
警
察
総
合
相
談

　
｛
至

　
豊
0
9
8
5
四
2
5
2
5

UENO－STATIO

漸騰製｛

）ぐ

動
勃
◎
㊨
勤

耳
川
林
業
事
業

　　

@
協
同
組
合

　
東
郷
町
大
字
山
陰
字
長
迫
三
四
四
番
地

　
　
　
　
容
融
2
3
4
1

　
　
　
　
理
事
長
林
田
　
敦

O
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
六
十
年
九
月
二
十
六
日
で
す
。

O
現
在
の
従
業
員
数
は
？

　
三
卜
二
名
（
男
二
十
三
名
・
女
十

名
）
で
す
、

○
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

猷纏

R
編
辮

タ
ル
キ
な
ど
の
衆
口
、
板

類
）
を
中
心
に
製
造
販
売

し
て
い
ま
す
、
、

○
会
社
の
特
徴
は
？

　
地
域
の
基
幹
産
業
と
し

て
の
林
業
の
振
興
と
地
域

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
、
国
産
材
供
給
体
制

整
備
事
業
の
指
定
を
受
け

設
立
さ
れ
た
日
本
で
も
有

数
の
大
型
木
材
加
工
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
こ
の
工
場
を
中
核
と
し
　
　
㎝
　
豊

て
更
に
周
辺
で
計
画
さ
れ

⑥

て
い
る
総
合
的
な
木
材
加
工
団
地
化

の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

○
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・

　
地
域
の
若
者
が
集
う
職
場
で
す
．
．

お
か
げ
で
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
あ
り

平
成
元
年
の
日
向
地
区
木
材
振
興
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
輝
か

し
い
優
勝
を
と
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
耳
川
イ
カ
ダ
下
り
へ
参
加

し
た
り
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
に
す
す
ん
で
諸
行
事
に
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

、
つ

こ“、
つ

と三田丁平成3年9月号「

▼後かたづけもしっかりと
　7月21日、牧水のふるさとまつりサマーフェスタ91の

終了後、商工会婦入部が牧水公園内の清掃を行いました

　ごみの量も人出ほどによく出たようでした、
福母

▲道路について考える
　8月8日、日向市．文化交流センターにおいて、平成3

年度道：路を守る月間の行事として子どもの声を聞く会が

開催されました、

　当日は、東郷町からは東郷小学校と坪～斜中学校の代表

が意見の発表を行ない、そのあと、東郷町文fヒ協会長都

甲鶴男ざんが一ふるさとの道一と題した講演を行ないました、

＜老人ホームを訪問
　特別養護老人ホームー牧水園　で、先日、入郷弓道愛

好会が訪問して弓道大会が開催されました、

　これは、日向市・入郷町村の弓道愛好．者が13名参加し

て、入園者に楽しんでもらおうと実施したもので、的中

するたびに大きな拍手がわきあ∂っていました．

野球・ソフトで健闘
　7月14日過西郷村で東臼杵郡青年団の野球・ソ

フトボール大会が行われました、

　男」㌃はニューホープセンターで野球の試合でし

たが、おしくも準決勝で敗退しましたが、和田の

グラウンドで行われた女子ソフトボールでは、東

郷町チームが見事優勝をかざりました。
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羽
坂
の
至
り
原
新
蔵
さ
ん
所
有
の
杉

山
に
小
さ
な
祠
が
あ
り
ま
す
．
．
祠
の

中
に
高
さ
六
十
・
ヘ
セ
ン
チ
ほ
ど
の
つ

り
が
ね
が
祀
っ
て
あ
り
ま
す
　
こ
の

つ
り
か
ね
は
正
式
に
は
「
梵
鋪
一
と

い
い
↓
ヌ
す
．
こ
の
林
㌦
碧
に
は
大
変
た
。

「
い
．
わ
れ
一
が
あ
り
ま
す
．
一

　
へ
7
か
ら
三
百
五
十
二
年
前
天
文
十

八
年
、
冠
嶽
大
権
規
様
に
「
天
氏
中

俣
大
炊
生
衛
門
重
昌
一
な
る
武
将
が

こ
の
塊
員
を
寄
進
し
ま
し
た
．
重
日
［

は
武
将
で
あ
り
な
が
・
我
乱
の
時
代

に
、
民
衆
や
家
族
の
無
病
息
災
を
祈

臥
し
た
こ
と
を
戯
に
刻
ん
で
、
権
現

さ
ん
の
御
加
護
を
願
．
’
．
た
の
で
す
一

こ
の
大
岡
中
俣
重
昌
は
、
山
陰
城
主

レ
梵
　
鐘

天
性
米
良
喜
内
等
と
同
じ
く
、
米
良

の
菊
池
氏
一
族
で
し
た
．
．

　
冠
…
獄
権
現
は
初
め
冠
岳
天
狗
岩
に

建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
舟
戸
の

向
い
差
羽
坂
区
有
地
権
現
森
に
移
築

さ
れ
た
の
で
す
．
．
権
現
さ
ん
、
権
現

さ
ん
と
人
々
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に

な
ズ
．
た
の
も
、
こ
の
地
に
移
築
さ
れ

て
か
ら
で
す
．
．
ま
た
、
こ
の
地
に
移

築
と
同
時
に
見
事
な
龍
の
彫
刻
が
正

面
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
．
．
羽
坂
氏
子

の
皆
さ
ん
の
権
現
祭
り
は
大
変
に
ぎ

や
か
で
し
た
．
．

　
昭
和
六
年
羽
坂
王
氏
．
r
の
議
に
よ

っ
て
、
権
現
山
の
御
神
体
を
羽
坂
区

硯
野
に
社
地
を
設
け
御
遷
宮
し
ま
し

た
．
．
こ
の
時
、
梵
頁
は
神
職
官
で
あ

っ
た
寺
原
多
．
仲
さ
ん
が
盗
難
等
を
憂

慮
し
！
、
自
宅
近
く
の
聖
地
に
祠
を
設

け
て
安
置
奉
祀
す
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
に
至
．
’
．
げ
、
い
ま
す
、
一

　
権
現
山
に
残
’
．
た
社
の
龍
の
彫
刻

は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
ま
し
た
が
、
町

文
化
協
会
で
は
貴
重
な
彫
刻
物
で
あ

る
の
で
、
目
下
羽
坂
氏
子
総
代
の
方

々
に
羽
坂
神
社
に
お
移
し
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
、

　
梵
博
は
権
現
さ
ん
の
御
神
体
で
は

あ
り
ま
せ
ん
一
高
さ
は
前
述
の
と
お

り
六
十
八
セ
ン
チ
、
口
径
四
十
三
セ

ン
チ
、
乳
四
段
四
列
鋳
銅
製
、
つ
く

と
こ
ろ
は
二
ヶ
所
あ
り
文
様
は
菊
文

様
ち
ら
し
と
鋳
型
技
術
は
す
ぐ
れ
て

い
ま
す
．
、
県
内
で
は
大
き
さ
か
ら
見

！、

処
黷
ﾆ
い
わ
れ
H
取
も
古
い
林
凡
鐘
で

あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
県
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
冠
嶽
権
現

に
対
し
て
尾
鈴
権
現
が
あ
っ
た
こ
と

が
常
楽
院
記
録
の
中
に
あ
り
ま
す
。

東
の
冠
嶽
権
現
と
西
の
尾
鈴
権
現
と

相
対
し
て
、
年
一
回
権
現
さ
ん
同
志

廟］
⑳
牧
水
歌
碑

北
川
町
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
　
（
鏡
　
山
）

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

日
向
の
噛
む
ら
立
つ
山
の
ひ
と
山

に
住
む
母
恋
し
秋
晴
れ
の
日
や

　
ま
す
は
じ
め
に
、
鏡
山
〔
か
が
み

や
ま
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
．

鏡
山
は
ご
存
知
の
人
9
⊃
多
い
と
田
心
い

ま
す
が
、
標
高
六
四
五
メ
ー
ト
ル
の

小
高
い
山
で
、
頂
上
か
ら
の
眺
め
は

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
山
頂
付
近
の

広
々
と
し
た
草
原
は
毎
年
ハ
イ
カ
：

で
に
ぎ
わ
う
そ
う
で
す
．
、
こ
の
山
は
、

か
／
．
て
は
丸
野
山
と
も
呼
ば
れ
、
そ

の
姿
は
文
字
ど
お
り
丸
み
を
お
び
て

い
ま
す
　
現
在
は
山
頂
ま
で
車
道
が

通
じ
て
い
て
、
昭
和
四
二
九
年
に
日

豊
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

が
馬
に
乗
っ
て
山
頂
を
走
り
、
た
ぶ

ん
西
林
あ
た
り
で
は
な
い
で
し
．
6
う

か
、
そ
こ
で
対
面
さ
れ
た
と
い
う
伝

説
も
あ
り
ま
す
。
尾
鈴
権
現
は
大
友
・

島
津
の
合
戦
の
際
、
大
友
軍
に
よ
っ

て
焼
失
し
て
い
ま
す
、
一

　
　
　
東
郷
超
文
化
工
会
長

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

ま
す
．
一

　
さ
て
、
こ
の
鏡
山
の
歌
碑
は
、
平

成
元
年
四
月
、
地
元
に
歌
人
牧
水
を

顕
彰
す
る
こ
と
と
、
　
「
ふ
る
さ
と
」

を
大
切
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

鏡
山
に
牧
水
歌
碑
を
建
て
よ
う
と
の

声
が
も
ち
上
り
、
さ
っ
そ
く
「
．
北
川

町
鏡
山
に
牧
水
の
歌
碑
を
建
て
る
会
」

が
設
立
さ
れ
、
町
の
補
助
金
と
一
般

か
ら
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
こ
の
事
業

が
推
進
さ
れ
た
よ
う
で
す
．
．

　
こ
の
歌
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
鏡

山
か
ら
各
連
山
を
展
望
し
た
む
ら
立

つ
山
の
絶
景
、
そ
し
て
牧
水
の
ふ
る

さ
と
に
連
ら
な
る
山
々
の
情
景
か
ら
、

こ
の
歌
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
と

し
て
決
め
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
除
幕
式
は
平
成
元
年
十
月
八

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
東
郷
町
か

ら
も
町
長
の
代
理
と
し
て
小
林
助
役

が
出
席
し
ま
し
た
，

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
日
向
の
国
し

の
歌
は
、
日
向
市
米
の
山
の
歌
碑
（

昭
和
六
十
年
十
月
二
十
五
日
除
幕
）

の
歌
と
同
じ
歌
で
、
さ
き
に
、
こ
の

欄
で
紹
介
し
ま
し
た
　
こ
の
歌
は
第

一
歌
集
『
海
の
声
』
に
所
収
さ
れ
て

い
て
、
早
稲
田
の
学
生
．
時
代
の
作
と

推
察
さ
れ
ま
す
．
、

　
母
マ
キ
は
牧
水
が
も
っ
と
も
敬
愛

し
思
慕
す
る
人
で
あ
っ
た
し
、
母
も

ま
た
牧
水
〔
繁
）
を
深
く
慈
し
み
ま

し
た
．
一
牧
水
が
自
分
の
雅
号
に
、
母

「
マ
キ
」
と
生
家
の
前
を
流
れ
る
渓

流
の
「
．
水
」
を
と
り
、
あ
わ
せ
て
つ

け
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
母
と
子
の

情
愛
の
深
さ
が
う
な
ず
か
れ
ま
す
．
．

そ
の
母
は
郷
里
の
坪
谷
の
家
を
好
み
、

そ
こ
で
終
生
暮
し
ま
し
た
が
、
牧
水

が
沼
津
で
亡
く
な
’
．
た
一
年
あ
と
〔

昭
和
四
年
八
月
）
八
十
二
歳
で
亡
く

な
．
り
ま
し
た
、

　
さ
て
、
母
を
詠
ん
だ
歌
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
…
首
を

紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
の
美
々
津
の
川
の
み
な

か
み
に
ひ
と
り
し
母
の
病
み
た
ま

ふ
と
そ

　
　
　
　
　
（
第
四
歌
集
　
路
上
）

レ
鏡
山
の
歌
碑

、
つ

こ’、
つ

と報田丁平成3年9月号91

⑬
ア
キ
レ
ス
腱

　　

@　

@
断
裂

東
郷
町
立
病
院

　
院
長
阿
久
根
広
宣

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や
運
動
会
の

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
必
ず
一
人
は
病

院
を
訪
れ
ま
す
．
．
特
に
入
墨
地
区
で

は
婦
人
バ
レ
ー
が
成
皿
ん
な
た
め
女
性

の
か
た
が
多
い
よ
う
で
す
．
．

　
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
は
ス
ポ
ー
ツ
と

関
連
し
て
生
じ
る
腱
損
傷
の
な
か
で

も
r
．
と
も
多
い
も
の
で
す
　
腱
組
織

は
齢
を
と
る
と
と
も
に
変
性
し
、
二

十
五
歳
～
三
十
歳
か
ら
そ
の
変
化
は

‘

㊧

一一ミ_
始
ま
り
ま
す
一
そ
の
た
め
一
般
に
三

レ
歳
代
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
、
窺
期

間
ま
た
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
練
習

を
中
断
し
て
い
た
人
が
練
習
を
再
開

し
た
り
、
健
康
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
始
め
た
人
が
多
い
よ
う
で
す
、

　
ア
キ
レ
ス
腱
が
切
れ
た
瞬
間
は
、

一
旗
で
撃
た
れ
た
よ
う
だ
「
と
か
「

痛
み
が
生
じ
た
と
き
に
背
後
か
ら
蹴

ら
れ
た
よ
う
だ
一
と
訴
え
ま
す
　
そ

の
後
は
痛
み
は
消
え
、
状
態
が
良
く

な
r
．
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
．
．
し
か
し

断
裂
部
の
く
ば
み
と
圧
痛
が
あ
り
、

普
通
に
歩
い
た
り
、
つ
ま
先
で
歩
け

ま
せ
ん
．
、

　
治
療
は
医
師
と
の
相
談
に
よ
り
ま

す
が
、
通
常
腱
縫
合
を
お
こ
な
い
、

約
六
週
間
か
ら
八
週
間
の
ギ
プ
ス
固

定
が
必
要
で
す
、
軽
い
ラ
ン
ニ
ン
グ

飽
ず
の
運
動
は
六
ヵ
月
後
上
小
り
本
格
的

な
運
動
は
　
年
強
か
ら
と
な
り
ま
す

　
予
防
法
と
し
て
は
、
運
動
前
の
充

分
な
ア
キ
レ
ス
腱
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
体
繰
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
目
頃

運
動
を
し
て
い
な
い
人
は
、
除
々
に

運
動
量
を
増
や
す
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
．
．
ま
た
靴
の
か
か
と
ヰ
ニ
こ
ミ
リ

高
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
キ
レ
ス

腱
に
か
か
る
力
を
滅
ら
す
こ
と
も
で

き
ま
す
．
．
ま
た
、
ア
キ
レ
ス
腱
を
一

万
切
っ
て
い
る
人
は
、
も
う
一
方
の

切
れ
る
確
立
が
切
r
．
て
い
な
い
人
よ

り
か
な
り
高
い
の
で
、
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
．
．

若
い
ド
ラ
イ
バ
盲
⑦

霧
散
が
増
え
τ
い
ま
ず

　
十
六
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
若

者
の
運
転
は
、
よ
く
無
謀
な
運
転
が

多
い
と
一
一
．
口
わ
れ
ま
す
．
．
運
転
免
許
を

保
有
す
る
人
口
に
占
め
る
割
合
は
わ

す
か
一
七
〇
，
千
度
で
あ
る
の
に
、
若

者
が
原
因
と
な
っ
て
起
っ
た
事
故
は

全
体
の
四
こ
％
に
達
し
て
い
ま
す

ど
う
し
た
ら
若
者
の
事
故
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
．
．

　
警
察
庁
で
取
扱
’
．
た
若
者
の
事
故

原
因
を
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
　
最
大
の
事
故

原
因
は
ス
ピ
ー
ド
志
向
が
強
い
こ
と

で
す
．
．
第
二
は
攻
撃
的
な
運
転
行
動

で
、
追
い
越
さ
れ
る
と
感
情
的
に
な

り
、
ま
た
前
の
車
が
ノ
ロ
ノ
ロ
し
て

い
る
と
無
理
な
追
い
越
し
を
行
な
っ

た
り
し
ま
す
．
第
三
は
、
若
者
の
性

急
な
運
動
行
動
、
無
理
な
割
込
み
、

ミ、

c
鷲

翁

禦
追
い
越
し
禁
止
場
所
で
の
追
い
越
し

を
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
．
第
四
は
、
若
者
の
危
険
感
受
性

の
低
さ
で
す
．
．
　
「
運
転
は
慣
れ
れ
ば

簡
単
な
も
の
一
ま
た
、
事
故
直
前
ま

で
危
険
は
な
い
と
判
断
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
第
五

は
若
者
の
運
転
技
術
の
過
信
で
す
．
．

ス
ピ
ー
ド
志
向
性
、
攻
撃
的
な
運
転
、

危
険
感
覚
の
低
さ
な
ど
の
背
景
に
は

「
自
倉
は
運
転
が
う
ま
い
一
「
ハ
ン

ド
ン
操
作
で
事
故
は
避
け
ら
れ
る
一

と
い
’
．
た
若
者
の
運
転
技
術
へ
の
過

信
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
．
．

　
自
動
車
ほ
ど
自
分
の
思
う
ま
ま
に

動
い
て
く
れ
る
も
の
は
他
に
見
当
り

ま
せ
ん
が
、
車
の
運
転
は
、
何
か
不

快
な
こ
と
が
あ
∫
．
た
り
、
心
に
動
揺

が
あ
っ
た
時
に
は
非
常
に
危
険
で
す
．
．

こ
う
し
た
若
者
の
気
質
が
全
体
の
四

こ
％
と
い
う
高
率
の
事
故
を
誘
発
す

る
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
．
．

　
運
転
を
す
る
時
は
こ
う
し
た
事
故

原
因
を
考
え
、
ま
た
考
え
る
だ
け
の

心
の
ゆ
と
り
を
も
r
．
て
運
転
す
れ
ば

事
故
は
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
と
思

い
ま
す
、

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
〔
七
月
末
累
計
）

　椎諸北西南東門　日
v菓塚郷郷郷郷川向@村村村村村町町市　　　　　　　　．　　　　＿　　　一　　．　→　一一　　　．

@　　　　　　　　　件125　1　0　　1　5　　1　7　18　95　　　　　　　　　　数ノ＼

　　　　　　　　　　傷故167　2　0　　1　10　1　7　29　1エS　　　　　　　　　　者

　　　　　　　　　　事物1三5：1　26　　26　　19　　22　25　59　　194　Sき2　　　　　　　　　　故損

　
　
　
全
国
　
5
、
9
4
3
人

※
死
者

　
　
　
県
内
　
　
　
　
3
9
人

短
歌

尾
忌
寸
歌
会

落
葉
掃
く
墓
地
の
巡
り
は
苔
む
し
て

遠
く
な
り
に
し
ん
ば
か
り
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

と
び
と
び
の
お
経
唱
え
る
我
が
眼
阿

彌
陀
如
来
を
正
面
に
見
れ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ち
ロ
　
コ
し
　
　
　
ヨ
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
μ
イ
ク
イ

た
だ
独
り
留
守
ま
も
り
い
し
昼
の
間

を
受
け
し
伝
喬
黒
板
に
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

足
場
な
き
土
砂
ど
め
と
な
る
側
壁
に

群
れ
咲
／
＼
シ
ラ
ン
自
　
欽
…
の
力

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

日
常
に
あ
ら
ぬ
生
活
に
戸
惑
い
ぬ
恥

退
き
し
後
の
空
白
恐
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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林
業
振
動
障
害

巡
回
健
康
相
談

　
本
・
年
度
も
林
癌
果
振
動
障
宝
口
（
い
わ

ゆ
る
白
ろ
う
病
）
健
康
診
断
が
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．
一

　
振
動
障
害
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な

ど
の
振
動
工
具
を
取
り
扱
う
こ
と
か

ら
生
ず
る
障
害
で
、
重
度
（
管
理
区

分
C
）
に
な
る
と
な
か
な
か
治
り
に

く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
振
動
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

継
続
的
に
健
康
診
断
を
実
施
し
、
健

康
状
態
を
把
握
し
て
、
適
切
な
作
業

管
理
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
林
業
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

及
び
個
人
（
雇
用
さ
れ
て
い
な
い
人
）

は
、
役
場
の
「
林
業
巡
回
健
康
診
断

の
窓
口
｝
ま
た
は
次
の
林
・
材
災
防

各
分
会
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

▽
実
施
期
日
　
1
0
月
1
6
日

▽
会
　
場
日
向
市
中
央
公
民
館

▽
申
し
込
み
先

　
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防

　
止
協
会
宮
崎
県
支
部
日
向
分
会

　
〔
日
向
国
有
林
組
合
内
）

　
豊
0
9
8
2
研
5
1
3
5

▽
締
　
　
切
　
9
月
2
1
日

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
は
役
場
林
政

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．
．

住
民
健
診

　
九
月
の
住
民
健
診
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
一
．

o
仲
深
公
民
館

　
9
月
5
日
号
　
（
深
谷
・
野
々
崎
）

　
受
付
時
間
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時

O
赤
井
笠
集
落
セ
ン
タ
ー

　
9
月
1
2
日
　

（
赤
井
笠
・
上
ノ
原
・

　
　
　
　
　
　
西
石
原
）

　
受
付
時
間
9
時
3
0
．
分
～
1
1
時

。
坪
谷
公
民
館

　
9
月
1
9
日
　
　
（
東
石
原
・
市
谷
原
・

　
　
　
　
　
　
本
村
）

　
9
月
2
6
日
　
　
（
官
武
ノ
木
・
三
崎
・

　
　
　
　
　
　
市
谷
川
崎
・
瀬
平
）

　
受
付
時
間
　
9
時
3
0
分
～
1
1
時

　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
対
象
組
合

平
成
3
年
度

東
郷
町
職
員
採
用
試
験

▽
採
用
試
験
の
種
類
等

　
初
級
　
一
般
事
務
　
若
干
名

　
初
級
　
土
木
　
】
名

▽
受
験
資
格

・
学
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
昭
和
4
1
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
9

　
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
、

▽
試
験
の
日
時

　
　
　
　
　
平
成
3
年
1
0
月
2
7
日
佃

▽
申
込
期
間

　
　
9
月
2
日
～
9
月
3
0
日
ま
で

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．
、

　
　
　
　
　
　
智
翻
2
1
1
1

牧
水
祭

　
今
年
も
例
年
ど
お
り
九
月
十
七
日

に
牧
水
祭
が
実
施
さ
れ
ま
す
．
．

　
今
回
は
日
本
一
の
牧
水
銅
像
の
除

幕
も
行
な
わ
れ
ま
す
．

▽
受
付
時
間
　
9
時
～
9
時
3
0
分

▽
開
式
時
間
　
9
時
3
0
分

▽
銅
像
除
幕
　
1
0
時
2
0
分
か
ら

行
政
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

善
急

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

◎
坪
谷
の
富
山
八
千
代
さ
ん
か
ら

　
（
貞
夫
さ
ん
・
6
5
歳
ご
逝
去
）

◎
仲
深
の
荒
砂
千
里
さ
ん
か
ら

　
（
金
義
さ
ん
・
7
6
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
堂
園
照
男
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
サ
オ
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
山
田
富
多
美
さ
ん
か
ら

　
（
サ
ツ
キ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
鈴
原
ク
ス
さ
ん
か
ら

　
（
又
一
さ
ん
・
5
2
歳
ご
逝
去
）

一
般
寄
付

　
鶴
野
内
の
伊
東
キ
ミ
ヱ
さ
ん
か
ら

快
気
祝
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
援
金
救
援
募
金

　
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
長
崎
県

普
賢
岳
噴
火
災
害
救
援
募
金
と
し
て

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
、
二
十
四

万
二
千
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に

送
り
ま
し
た
と
こ
ろ
「
皆
様
の
ご
厚

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
6
と
の

ご
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
五
期

藤
引
目
蛍
選
鞍
舞
療
齋
藩
悪
潔
藁
灘

灘
叢
欝
霧
島

　
　
（
七
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

擁
i
変
：
大
！
由
1
地
旨
佳

や
ん
の
名

　i父ｾ：新1の

@i名
　i宸鉛翌縁Z
@野・
浴D内：所

結
　
婚
お
幸
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